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ながさきＡＸプロジェクト



ながさきAXプロジェクトのロードマップ

目的 ✓ 人口減少・少子高齢化に伴う人手不足や離島・半島地域における地理的格差へ対応するため、ＡＩやロボットなどの先端技術が日常
生活に必要なサービスとして社会実装されるよう、官民で連携しながらモデル実証を実施し、県内における活用を促進することを
目的とする。

事業の方向性✓ AIや次世代モビリティなどの先端技術について、技術的には急速に発展しており、様々なモデル実証は行われているものの、日常
生活に不可欠なサービスとしての実装までには、知見・ノウハウ・費用・実施体制などに課題を抱えており、進みが遅い状況である。

✓ 本事業は、AIやロボット、モビリティ、ドローンなど、新たな経済成長の切り口としても期待できる先端技術を活用し、産官学等によ
る医療・介護や交通、物流、教育など日常生活に必要なサービスへの社会実装に寄与することを目的として、デジタル戦略課におい
て、それらの技術をモデル実証し、活用事例としてとりまとめる。

✓ 具体的には、産官学等の有識者と連携のもと、既に国レベルで先端技術を活用した事業を実施している有力な事業者を選定し、技
術や分野などを特定しながら、モデル実証や検証などを行い、産官学等による新たなサービス実装を創出する。

導入・実装フェーズ

ロードマップ

2026年度

共通基盤作成フェーズ

フィジカルAI

2027年度 2028年度
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医療

情報データ

自動運転

共通の仕組み

共通基盤検証フェーズ

AI AI AI

教育（中）

受け皿

フィジカルAI

未定

情報データ

未定

共通の仕組み 受け皿

フィジカルAI 情報データ

共通の仕組み 受け皿

未定 未定



ながさきＡＸプロジェクトの２０２６年度予算

4

アバター

自動運転車



アバター
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アバター技術の概要
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アバター技術の活用イメージ（型式）
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アバター技術の活用イメージ（オペレーター）



２０２６年度：アバター（ロボット・CG）活用による社会課題解決に向けたサービス実証事業
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内容
アバター（ロボット・CG）を活用し、人手不足や地理的・身体的・心理的制約の緩和を図るサービスモデルの実証を行うと
ともに、その有効性及び課題を検証し、県内各分野への社会実装に向けた基盤整備及び実施体制の構築を検討する。

① 医療

■ アバター（自律型）による受付・案内

人工知能やＣＧアバターなどを活用し、

受付・案内業務の自動化による効果

（病院スタッフの人的負担軽減、患者へ

のサービス向上）を検証する。

■ ロボット・アバターによる相談

アバターを介してコミュニケーションを

取ることで相談しやすさを検証する。

また、人工知能を搭載したロボットやア

バターを活用し、自動応答することで

省人化等の効果を実証する。

② 教育

■ 教員研修

生成AIについてメリットやリスクを含

めて理解を深める。また、基本的な使

い方を習得したうえで、授業や業務の

中で活用できるようになることを目的

とする。

■ 生成AI×アバター授業実施

生成AIを活用して中学２学年の社会科

において、授業準備から教材作成、授

業実施、評価までの一連のプロセスに

おけるAI活用モデルを構築する。また、

半自律型のアバターを活用して複数の

教室をつなぐ遠隔授業を実施する。

③ 総合

■ 共通の仕組みを構築

医療・教育における実証結果を踏まえ

て、アバターを活用した汎用的なマニュ

アルなどを作成する。

■ 県内展開戦略案の作成

「ワンストップ型」や「個別設置型」など

の形式やサービス内容、導入効果、県

内企業の巻き込み方、経費など、県内

にアバターを展開するにあたっての戦

略案を作成する。また、国家戦略特区

制度の活用可能性についても検討する。



自動運転車
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自動運転のレベル分け

出典：
令和８年２月２４日
国土交通省物流・自動車局
「自動運転の社会実現に向け
た国土交通省の取組について」
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自動運転車の２つのタイプの比較

出典：
令和８年２月２４日
国土交通省物流・自動車局
「自動運転の社会実現に向け
た国土交通省の取組について」
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Ｌ２＋＋車の認定制度

出典：
令和８年４月10日
国土交通省
「自動運転社会の早期実現
に向けた当面の方策について」



２０２６年度：自動運転車の社会実装に向けた長崎版AI診断手法の検証事業
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従来型アプローチとの違い
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ロードマップ



AVITA株式会社×NTT西日本グループ「バスあば」
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出典：
NTT西日本グループのプレスリリース
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